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転換線と株価との関係（2 月 19 日付のチャート参照）をご理解いただきましたら、つぎは基準線

についてご説明します。基準線という言葉通り、これが最も基準になる線です。 
基準線とは立ちあい日数過去 26 日間の高値と安値のちょうど中間値段のことです。たとえば、立

ちあい日数過去 26 日間の高値が 1000 円で安値が 800 円とすると、その中間値段は 900 円。これが

この時点の基準線ということになります。 
いくつかのポイントがありますが、一度に色々なことを言ってわからなくなってもこまりますので。

今日はこのことだけご理解下さい。 
右肩上がりの上昇トレンドを描いている銘柄は調整したとしても基準線が下値の壁になることが

多い。別の言葉で言うなら、右肩上がりの上昇トレンドを描いているうちは調整したとしても立ちあ

い日数過去 26 日間の高値と安値の中間値的程度までしか下げないことが多い……。 
このことをよくご理解いただいたうえで(6770)アルプスのチャートをご覧ください。基準線が下値

の壁になっていることがよくおわかりいただけると思います……。 
そこで今日のポイントは、右肩上がりの上昇トレンドを描いている銘柄は基準線で押しめを待つと

おぼえて下さい。 
（無料テレフォンサービス）やさしいチャート教室 ０３－３６６９－５５５２ 
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このレポートは投資の判断となる情報の提供を目的としたものです。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断でなさるように

お願い致します。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 


